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　水の歴史資料館では、創設期の下水道遺産として、煉瓦積みマンホール

などを展示しています。ここでは下水管の付属設備である燈孔を紹介します。

燈孔は下水管内にランプを垂らすための孔のことで、ランプホールとも

いいます。下のイメージ図のように、隣の人孔（マンホール）から見て

管内の検査を行うほか、ホースを通して洗浄を行うために使用していま

した。人孔の築造

費用が高額なため、

その代用として大

正 12（1923）年の

創設工事完了まで

に 1,473 ヶ所設置

しました。

当館に展示の燈孔と、その使用イメージ図

開館時間：午前９時３０分～午後４時３０分

休 館 日：月曜日（休日の場合は直後の平日）

ＵＲＬ www.water.city.nagoya.jp/shiryokan/
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燈孔のふた

　昭和 36（19 6 1）年から名古屋市長を３期務めた杉戸清氏は、水道局

長時代の昭和 23（19 4 8）年に「下水道学」という技術書を著し、燈孔

について工事費用削減効果を認めながらも、「その効能も大した事もな

いので、普通の人孔にした方が良いと思う」と記しています。燈孔は昭

和 4（1929）年以降設置されず、戦後になると、ほとんど使用されなく

なりました。

明治 34（1901）年の時点では、法令（内務省訓令）に記載されていた

燈孔ですが、日本下水道協会発行の公共下水道統計昭和 44 年度版を最後に

「燈孔」の掲載はなくなりました。まさに、創設期の下水道遺産です。
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